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Abstract 
The present writer made the thorough invetigations on the bridges of Recent Times and Present in 





















































橋は， 1，786年すなわちフランス革命の直前に起工され，いわゆる「恐嚇政治時代」を経て， 1， 
791年に竣功した属平なる欠円のアーチ橋で， 5径間よりなり，中央径間31.2m，挟矢4m，す
(182) 















































































































































































































































































これに対し，フォース橋は幅員約1，000 m，こ達する入江を横断するのに，岩礁に高き 105m 













































































































































橋梁の歴史的変遷とその発達動向について (2) 195 
(2) 鉄筋コンクリート板橋
斜板橋の研究がVogt，N;elsen， Olsen， Rusch， Hommberg， Marxなどにより行なわれ，そ
れぞれ 1，940，1，944， 1，951， 1，956， 1，958年に発表されたほか，ブレキャスト・コンクリー
ト板橋，中空板橋，連続板橋などが次々に研究，架設きれるようになった。

















支間 50m以上の鉄筋コンクリート桁橋を列記して見ると， l. 924年アメリカ Rosedaleに架
設された突桁形式の Governer橋(支間長 14m+64 m+14 mの3径間)， 1，927年フランス
Nantes Loire河に架設された突桁形式のMadeleine橋(支間長44.8m+67 m十44.8mの3径
間)， 1， 930年ブラジルのRioParahyhaに架設された突桁形式のRiode ]aneiro橋(支間長 12
m+51 m+62.5 m十51m+12mの5径間)，同じく 1，930年ブラジルのRiode Peixeに架け
られたやはり突桁形式の SantaKatharina橋(支間長23.67m十68m十23.67mの3径間)，同
じく 1，930年ドイツに架けられたゲルパー形式のDonauGroβmehring橋(支関長42m十6l.5
m+42mの3径間)， 1，935年ドイツの Bernbugに架けられたゲルパー桁形式の Saale橋(支間
長 17m+6l.78 m+16 mの3径間)， 1，937年イタリーのPisaに架設されたゲルパー桁橋の
Arno河橋(支間長34m+52 m十34mの3径間)，同じく 1，937年アメリカのPugetSound， 
Wash.に架けられたゲルパー桁橋のPurdySpit橋〔支関長(12.3m) +42.7 m+58 m+42 
7 m+ (12.3 m)の5径間， ( )内は突桁部J，1，938年ソ連のPalmburgに架設された突桁橋
(195) 
196 中村作太郎
のPregel橋(支問長 15X23.8m十36.4m+65 m十36.4m十65m十36.4m)，同じく 1，938年
フランスのMarne河に架けられた突桁橋のBry橋(支間長20.475m+70. 75 m+20.475 mの
3径間)， 1，939年フランスの Seine河に架設された突桁橋のVilleneuve-St.Georges橋(支関
長 40.9m十78m+40.9 mの3径間)， 1，940年イギリスのLondon，Thames 河に架けられた連







チである Chattelleraulf橋を架設したが， 1，904年に至り， ドイツの Clsar河に径間 72.25m 2 
遠の3ヒンジ開側アーチである Grunwald橋が架けられて世界最長となった。次に，その4年後






1，923年に至り，アメリカの Mississippi河上に径間 12l.92 mを有する開側固定アーチ橋の
Minneapolis橋が架設されて初めて世界記録はアメリカに移ったが，同じ年にフランスのSeine
河に支間 13l.8mの下路式固定アーチである St-Pierre-du -Vaurray橋が架設され，再び記録は
欧州の保有するところとなった。この橋は下路式の固定アーチ橋で，フランス人技師の Freys-
sinetの独得の設計および施工法によったものである。














して現われたのは， 1，886年P.H. Jackson (アメリカ)および1，888年 W.Doehring (ドイツ)
がほとんど同じ時代におのおの別個に PCに関する特許をとったのが最初である。その後].
Mandl (1，896，オーストリア)， M. Koenen (1， 907， ドイツ)， ]. G. F. Lund (1，907， ノー
ルウェイ)， G. R. Steiner (1，908，アメリカ)等の研究があったが，いずれも普通強度の鋼を使
用したのでコンクリートのクリープなどによるプレストレスの損失のため失敗に終った。1，923
年に F.V. Emperger (ウィー ン)， R. H. Dil (アメリカ)等が初めて高強度鋼を使用したがま
だ実用化には至らなかった。しかし 1，928年には， Dischinger (ドイツ)が付着のない方式で，
また Freyssinet(フランス)が付着を有する方式でいずれも高強度鋼を使用して成功し，これ


















第4位は 1，956年ドイツのBerlinにおける Havel河に架設された 1ヒンジ連続桁形式の
Dischinger橋〔支間長(13m) +92 m十 (13m)， ( )内は突桁部〕である。
支間 80m代では， 1，950年ドイツの Donau河にデビダーク工法で架設された自定式ラーメ










ンス AnnetのMarnei可橋(1，950，フレシネ工法， 2ヒンジアーチ，支間 74m)，オーストリー
EbenseeのTraun河橋(1 ，955， BBRV工法，ゲルパー形式，支間 72m)，ドイツ Ulm-Riedingen
聞のDonautal橋(1，953，レオンハルト工法，連続桁形式，支問62m+70 m十70m+70m+ 
62 m)， ドイ、ソ Abusburg-Lahn聞のLech橋(1，952，デビダーク工法，白定式ラーメン形式，
支間 71m)， ドイツ BerlinのRohrdamm橋(1，953，デビダーク工法， Freivorbau方式，自定
式ラーメン型式，支問 72.8m)。
上述の記録を見ればわかる通り，長大支間のプレストレスト・コンクリート橋には，デビダー
ク工法， Freivorbau方式のものが多く，しかも 1ヒンジ連続桁形式のKoblenz橋(支間 101.47




































すなわち， 1，951年ドイツのDusseldorf~Neuss Brucke (支間 103m+206 m十103m)， 
Bonn ~ Beul Brucke (支間 99m+196 m十99m)， 1，948年ドイツのKりIn~ Deutz Brucke (支





















1，934年に Jungingenのアウトノfー ン上のFeldweg-brucke (支間 8.0m十12.5m+ 12.5 
m+8.0mの連続桁)に初めて鋼床板が用いられたが，それ以前に Stuttgart工科大学において，




ンダーな連続桁橋の Mannheimにおける Kurpfalz橋(支間 56.1m+74.8 m十日.1m)が主桁
作用をも考慮した本格的鋼床板橋として架設されている。
1，950年以降欧州において架設された鋼床板橋を列記すると次の通りである。
Kurpfalz橋(支間56.1m+74.8 m十56.1m)，Kりln-Mulheim (支間85m+315 m+85 m)， 
Hedemunden Autobahn橋(支間 80.06m+95.86 m+96 m+80 m+63.96 m)， Fried-Ebert 
橋(支間 128.4m +285 .22 m + 128.4 m)， St. Alban橋(支間 57.5m十 135m+57.5 m)， 
Save橋(支間 75m+261 m十75m)， Nord橋(支間 108m+260 m+ 108 m)， Norderelb橋(支
問 101.35m + 102.00 m十101.35m)， Saverin橋(支間49.11m十89.13m十47.81m+301 
674 m+150.68 m十52.456m)， Dusseldorf -Neuss橋(支間 103m + 206 m + 103 m)， 
Burgermeister Schmidt橋(支間63.24m十30.56m十112.00m十15.00m)， Porta橋(支間
63‘72m十77.88m+106.20 m)， Speyer橋(支間 52m+163.45 m+ 106.95 m)， Manheim-





すでに述べたようにドイツにおいては， Koln Deutz， Dusseldolf -Neuss， Burgermeister-
Smidtの諸橋のように，支間 100m-200 mの長大連続桁橋に合成箱桁橋が用いられ，効果を収
めているほか， Schontal橋(支間36m)のように上路鉄道箱桁橋としても使用されたのである。






























アメリカの MetropolisBridge (1.917，支間 219.5m)，アメリカの PaducahBridge (1，929， 
支間 218.2m)，アラスカの TananaRiver Bridge (1.922，支間 213.4m)，アメリカのMac









カナダの QuebecBridge (1，917，中央支間 548.6m)，イギリスの Firthof Forth Bridge (1， 
889，中央支間 518.2m)，アメリカの NewOrleans Bridge (1，958，中央支間 480.0m)，アメ
リカの SanFrancisco-Oakland Bay Bridge(l， 936，中央支間 426.7m)，アメリカの Longview
Bridge (1，930，中央支問 365.8m)，アメリカの QueensboroBridge (1，909，中央支間360.3
m)，カナダの SecondNarrows Bridge (1，960，中央支間 353.3m)，アメリカの Carquinez
Straits Bridge (1，927，中央支間 335.3m)。
また，連続トラス橋の中，長大支聞のものを選んで見ると，下記の通りとなる。
アメリカの DubuqueBridge ( 1，943，最大支間 257m)，アメリカの EarleC. Clement 
Bridge (1，944，最大支間 252m)，アメリカの St.Louis Country Bridge (1，956，最大支間 246
m)，アメリカの Kingstone Rheine Cliff Bridge (1，957，最大支問 244m)，アメリカの
Sciottoville Bridge (1，917，最大支間 236m)，アメリカの Chainof Rocks Bridge (1，927，最


















アメリカの BayonneBridge (1，931，支間 503.1m)，オーストラリヤの Sydney Harbour 
Bridge (1，932，支間 502.9m)，カナダの PortmanBridge (1，964，支間 366.0m)，チェッコ
スロパキヤの MoldauRiver Bridge (1，965，支問 330m)，アメリカの BirchenoughBridge (1， 
935，支間 329.2m)，アメリカの MercyBridge (1，961，支間325.0m)アメリカのNiagara
(202) 
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Bridge (1，962，支間 304.8m)，アメリカの HellGate Bridge (1，917，支間 298.9m)，アメリ








ている。 20世紀に入ってからの例としては， Fr. Bleichの設計により 1，915年ウィーンの








35にした例もある。それから，径聞は 20m-30 m程度の例が多いが，特別の例として， ドイ
ツの Neckar河に架けられた支間約 70mのWilhelmBruckeがある。
ラーメン橋の一種として， 1，911年ベリギーの Vierendeel教授の考案したフィレンデール桁


































アメリカのVerrazano-NarrowsBridge (1，964，中央支問1，298 m)，アメリカのGoldenGate 
Bridge (1，937，中央支間 1，280m)，アメリカの MackinacStraits Bridge (1，957，中央支間 1，
158 m)，アメリカのGeorgeWashington Bridge (1，931，中央支間 1，067m)，ボルトカ、、ルの
Tagus River Bridge (1，966，中央支間 1，013m)，イギリスのForthRoad Bridge (1，964，中
央支間1，006m)，イギリスの SevernBridge (1，966，中央支間988m)，アメリカのTacoma
Narrows Bridge (1，949，中央支間853m)，ベネズエラのAngostura橋(1，967，中央支間712
m)，アメリカの SanFrancisco-Oakland Bay Bridge (1，936，中央支間704m)，アメリカの
Bronx-Whitestone Bridge (l，939，中央支間 701m)，カナダの QuebecRoad Bridge (l，969， 
中央支間 668m)。
それから，最近西ドイツを主体としてヨーロッパに斜張橋といわれる構造形式の吊橋が盛ん
に架設されるようになった。ドイツの Kolnにおける SeverinBrucke (1，959)がその一つであ
り，全長691mの中の主径間 (302.00m+ 150. 70 m)が斜張橋構造である。その他， ドイツの
Dusseldolfにおける NordbruckeDusseldolf， Oberkassel， Knieの三つの道路橋はいずれも斜張
(204) 
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橋構造である。
最近，欧米に架設された斜張橋は多いので，長大支聞のものを列記すると，次の通りである。
ドイツにおける Knie橋(1，969，最大支間 320m)， Severin橋(1，959，最大支間 302m)， 
Rhine River橋(1，965，最大支間 280m)， Bonn-Nord橋(1，967，最大支間 280m)， Theodor 
















































































(b) アメリカのゴー ルデンゲー ト橋(1，937)
207 
(c) アメリカのベラザノ・ナロウズ橋(1，964)
か， 1，948年にはイギリスの Sunderlandの港 図 6 現代における吊橋
に全アルミニウム合金の跳開橋である SunderlandBridge (支間 37m)が架けられ， 1， 950年に
はカナダの ArvidaにあるAlcanの大工場に近い Sagueney河に Arvida道路橋(幅員 8.5m， 
中央支間 88.4m)が架設された。このArvida道路橋は世界最初の全アルミニウム合金アーチ橋
で世人の注目を集めたが，同じ 1，950年に，イギリスのスコットランドにおける Clunieの




















レイデスビル橋(支間 304.8m，世界第 l位)，(b)はポルトガルのアラビタ橋 (支間269.8m， 
美観で傑出)である。図-6は，現代における吊橋の例で，(a)は，アメリカの新タコマ橋(支
問853m)パb)はアメリカの有名なゴールテンゲート橋 (支間 1，280 m)， (c)はアメリカのニュー
ヨークに架設されたベラザノ・ナロウズ橋(支問 1，298m，世界第 l位)であり，図一 7は，






橋梁の歴史的変遷とその発達動向について (2) 209 
(注)
近世および現代における欧米の橋梁で，その他の各種形式のものの写真については，研究報告の続編において
掲載する予定であり，参考文献については，研究報告(1)参照のこと。
(昭和51年 5月22日受理)
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